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【目的】 外来遺伝子の一過性発現は、非ウィルスベクターによる遺伝子治療の
問題点の一つである。今回、我々は、持続的な外来遺伝子発現の達成を目的とし
て、外来遺伝子特異的転写活性化システムを用いて検討を行った。 
【方法】 外来遺伝子特異的に転写を活性化するために、酵母 GAL4 の配列特異的
DNA 結合ドメインと単純ヘルペスウイルス VP16 蛋白質の転写活性化能ドメインの
融合蛋白質（GAL4-VP16）を用いた。GAL4 認識配列をレポーター遺伝子の上流に付
加するとともに、GAL4-VP16 遺伝子の上流にも付加し、特異的転写活性化蛋白質
（GAL4-VP16）の発現が持続的になるように設計した。GAL4 認識配列を付加したル
シフェラーゼ遺伝子プラスミドと GAL4 認識配列を付加した GAL4-VP16 遺伝子プラ
スミドを HeLa 細胞に共導入した。 
【結果】 両プラスミドの共導入により、ルシフェラーゼ遺伝子が持続的に発現
した。 
【結論】 今回構築した持続的発現システムは、非ウィルスベクターによる遺伝
子治療の問題点の一つを解決する鍵となる可能性がある。 


